
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
及
び
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
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政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一
、
今
回
の
法
改
正
に
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
廃
棄
物
の
処
理
体
制
に
つ
い
て
、
早
急
に
法
整
備

を
含
め
た
対
応
を
検
討
し
、
万
が
一
原
子
力
災
害
が
起
き
た
場
合
に
備
え
る
こ
と
。

あ
わ
せ
て
指
定
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
各
地
域
で
混
乱
を
招
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
処
理
促
進
に
つ
い
て
の
法
整
備
を

含
め
た
議
論
を
加
速
化
し
、
早
急
に
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

二
、
非
常
災
害
時
の
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
を
円
滑
か
つ
迅
速
に
行
う
た
め
、
廃
棄
物
の
発
生
状
況
の
把
握
か
ら
最
終
処
分
に

至
る
ま
で
、
関
係
者
に
よ
る
適
切
な
役
割
分
担
及
び
相
互
の
協
力
が
確
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
策
定
す
る
と
さ
れ
て

い
る
「
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
災
害
廃
棄
物
対
策
行
動
指
針
」
等
に
よ
り
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
が

果
た
す
べ
き
役
割
、
民
間
事
業
者
に
対
し
て
求
め
る
協
力
の
内
容
等
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
す
と
と
も
に
、
国
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
確
実
に
発
揮
で
き
る
よ
う
体
制
整
備
に
努
め
る
こ
と
。

三
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、
災
害
時
の
廃
棄
物
処
理
に
係
る
事
前
の
備
え
と
し
て
、
仮
置
場
の
確
保
の
方
策
等
を
定
め
る

「
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
」
の
策
定
率
が
三
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
発
災
時
の
適
正
か
つ
迅
速
な
対
応
を

可
能
と
す
る
た
め
に
、
同
計
画
の
策
定
が
加
速
さ
れ
る
よ
う
、
地
方
自
治
体
に
対
す
る
支
援
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
。

四
、
災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
の
際
の
教
訓
も
踏
ま
え
、
災
害
廃
棄
物
の
迅
速
な
処
理
を
大
前

提
と
し
つ
つ
、
地
域
の
実
情
や
経
済
性
も
考
慮
し
た
上
で
、
必
要
に
応
じ
て
実
施
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
そ
の
際
に
は
、

廃
棄
物
の
処
理
が
効
率
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
関
係
地
方
自
治
体
、
民
間
事
業
者
等
と
協
議
す
る
と
と
も
に
、

国
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に
十
分
な
説
明
を
行
う
こ
と
。



五
、
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
等
に
係
る
手
続
の
簡
素
化
、
処
理
の
再
委
託
及
び
再
生
利
用
に
つ
い
て
は
、
不
適
正
処
理
を
誘

発
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
厳
格
な
条
件
を
付
す
な
ど
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

六
、
大
規
模
災
害
に
お
け
る
災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
は
莫
大
な
費
用
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
体
の
負
担
に
対
す

る
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
に
も
、
十
分
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

七
、
東
日
本
大
震
災
で
は
既
存
の
廃
棄
物
処
理
施
設
が
地
震
や
津
波
で
損
壊
し
、
処
理
が
遅
れ
た
こ
と
か
ら
、
地
震
や
水
害
で

稼
働
不
能
と
な
ら
な
い
よ
う
施
設
の
強
靱
化
に
向
け
た
整
備
、
予
算
の
確
保
な
ど
十
分
な
災
害
対
策
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る

こ
と
。

ま
た
、
地
域
の
災
害
対
応
拠
点
と
な
る
廃
棄
物
処
理
施
設
に
つ
い
て
、
避
難
所
等
へ
の
電
気
や
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
施

設
と
し
て
も
機
能
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
地
方
自
治
体
の
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
。

八
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
甚
大
な
被
害
に
よ
り
被
災
地
域
の
み
で
処
理
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
も
想
定

さ
れ
る
た
め
、
事
態
の
推
移
に
応
じ
た
災
害
廃
棄
物
の
発
生
量
の
推
計
及
び
そ
の
処
理
に
係
る
最
新
の
科
学
的
・
技
術
的
知

見
を
集
積
し
、
被
災
地
域
を
支
援
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

ま
た
、
自
然
生
態
系
の
有
す
る
防
災
・
減
災
機
能
が
災
害
廃
棄
物
の
発
生
を
抑
制
し
、
被
災
地
域
の
負
担
軽
減
に
資
す
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
お
い
て
活
用
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

九
、
今
回
の
法
改
正
に
基
づ
い
て
と
ら
れ
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
平
時
の
備
え
か
ら
大
規
模
災
害
発
生
時
の
対
応
ま
で
、
切
れ

目
な
く
災
害
対
策
を
実
施
・
強
化
す
る
と
の
法
整
備
の
趣
旨
が
完
遂
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
の
災
害
廃
棄
物
等
に
関
す
る
知
見

の
拡
充
並
び
に
地
方
自
治
体
等
の
実
施
し
た
措
置
及
び
体
制
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
継
続
的
に
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
結
果

に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


